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降臨節 夕の礼拝と黙想 

 

一同立ち、次の唱和を歌いまたは唱える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩
し

  編
へん

    

ここで定められた詩編を歌いまたは唱える。一編終わるごとに栄光の歌をともに歌いまたは唱える。 
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  第
だい

１日課
にっか

（旧 約
きゅうやく

聖書
せいしょ

または旧 約
きゅうやく

聖書
せいしょ

続編
ぞくへん

） 

朗読の前に「――（書）第――章――節から」と言い、朗読後「第１日課を終わります」と言う。次に司

式者は「今聞いたみ言葉について黙想しましょう」と言って黙想の時をおいてもよい。 

  続いて一同立ち、マリヤの賛歌を歌いまたは唱える。 

  この歌の前に、その日にふさわしい聖歌を用いてもよい。 

  聖歌 

  マリヤの賛歌
さんか

 （ルカ 1：46－55） 
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 第
だい

２日課
にっか

（新約
しんやく

聖書
せいしょ

） 

朗読の前後は、第１日課のときにならう。 

  次に一同立ち、シメオンの賛歌または詩編第67編を歌いまたは唱える。 

 

 シメオンの賛歌
さんか

 （ルカ 2：29－32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊メッセージと黙想 

 

 
  一同立って、使徒信経を歌いまたは唱える。 

 

  使
し

 徒
と

 信
しん

 経
きょう
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祈
いの

  り   
  一同ひざまずく。以下、特祷までを歌いまたは唱える。 
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ここで司式者は立つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

特
とく

  祷
とう

 

ここで当日の特祷を用いる。祝日でない金曜日、土曜日には、当日の特祷に代えて聖金曜日（受苦日）、

聖土曜日の特祷を用いてもよい。続いて次の二つの特祷を用いる。 
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  平安
へいあん

のため 

すべての聖
せい

なる望
のぞ

み、良
よ

い思
おも

い、正
ただ

しい業
わざ

のもとである神
かみ

よ、この世
よ

の与
あた

え得
え

ない平安
へいあん

をわ

たしたちにお与
あた

えください。わたしたちがみ心
こころ

にすべてをゆだね、み力
ちから

によりあだを恐
おそ

れ

ず、安
やす

らかに日々
ひ び

を過
す

ごすことができますように、救
すく

い主
ぬし

イエス・キリストのいさおによっ

てお願
ねが

いいたします。アーメン 
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  み守
まも

りのため 

み守りのための祈りに代えて次の導きのための祈りを用いてもよい。 

光
ひかり

の 源
みなもと

である主
しゅ

よ、この世
よ

の闇
やみ

を照
て

らし、豊
ゆた

かな憐
あわ

れみをもってわたしたちを守
まも

り、今夜
こ ん や

の危険
き け ん

をことごとく防
ふせ

いでください。独
ひと

りのみ子
こ

、救
すく

い主
ぬし

イエス・キリストの慈
いつく

しみによっ

てお願
ねが

いいたします。アーメ
  

ン 

 

  導
みちび

きのため 

天
てん

の父
ちち

よ、わたしたちは主
しゅ

のうちに生
い

き、動
うご

き、また存在
そんざい

するものです。どうか聖霊
せいれい

によっ

て導
みちび

き、わたしたちが日々
ひ び

の営
いとな

みのうちに主
しゅ

を覚
おぼ

え、常
つね

にみ栄
さか

えを現
あらわ

すことができますよ

うに、主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。アーメン 

 

ここで司式者はひざまずき、次の祈り、またはそのときにふさわしい祈祷、 

感謝（祈祷書106ページ以下）または嘆願（10ページ／祈祷書98ページ以 

下）を用いるとよい。 

司式者は、「黙祷しましょう」と言って、黙祷の時をおいてもよい。 

 

終わりに次のように言う。 

 

主
しゅ

イエス・キリストの恵
めぐ

み、神
かみ

の愛
あい

、聖霊
せいれい

の交
まじ

わりが、わたしたちととも
   

にあります

ように。アーメン       （Ⅱコリント 13:13） 

 

聖歌 
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歌による夕の礼拝と黙想 日課・担当 

 

 

 11/27   12/4 12/11 12/18 

司式 中村 下条 下条 中村 

お話 下条 中村 日髙 下条 

奏楽 深山 日髙 日髙 日髙 

詩編 111 

112 

113 

114 

115 

103 8 

84 

第一日課 アモ 1:1-5,13-

2:8 

アモ6 アモ9:11-15 創3:8-15 

第二日課 マタ25:1-13 ルカ7:28-35 ヨハ3:22-30 ヨハ3:16-21 

聖歌 64 

97 

72 

94 

70 

69 

66 

91 

 


